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★
溝
切
り
と
中
干
し
の
徹
底

★
オ
リ
ゼ
メ
ー
ト
粒
散
布
で
い
も
ち
病
防
除

★
穂
肥

(

早
生)

の
適
期
施
用

★
特
産
野
菜
・
花
卉
の
病
害
虫
防
除
の
徹
底

今
月
の
ポ
イ
ン
ト

向
こ
う�

か
月
の
出
現
の
可
能
性
が
最
も
大
き
い

天
候
と
特
徴
の
あ
る
気
温
、
降
水
量
等
の
確
率
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

平
年
と
同
様
に
曇
り
や
雨
の
日
が
多
い
で
し
ょ
う
。

週
別
の
気
温
は
、�

週
目
は
低
い
確
率
��
％
、�

週

目
は
高
い
確
率
��
％
で
す
。

�月の農作業
平成��年�月��日

Ｊ Ａ テ ラ ル 越 前

奥越農林総合事務所

１
・
今
後
の
気
象
予
想

(

新
潟
地
方
気
象
台)

北
陸
地
方

１
か
月
予
報

〈�

月
��
日
か
ら�

月
��
日
ま
で
の
天
候
見
通
し
〉

〈
予
想
さ
れ
る
向
こ
う
１
か
月
の
天
候
〉

〈向こう１か月の気温､ 降水量､ 日照時間の各階級の確率 (％)〉

〈気温経過の各階級の確率(％)〉

� か 月：�月��日 (土) ～�月��日 (月)
� 週 目：�月��日 (土) ～�月�日 (金)
� 週 目：�月�日 (土) ～�月��日 (金)
�～�週目：�月��日 (土) ～�月��日 (金)

〈予報の対象期間〉

低い (少ない) 平年並 高い (多い)

北陸地方【気 温】

北陸地方【降 水 量】

北陸地方【日照時間】 �� �� ��

�� ����

低い 平年並 高い

北陸地方【� 週 目】

北陸地方【� 週 目】

北陸地方【�～�週目】

�� ����

�� ����

�� ����

期
間
の
前
半
は
気
温
の
変
動
が
大
き
い
で
し
ょ
う
。

〈
特
に
注
意
を
要
す
る
事
項
〉



�� �� ��

〈�

月
か
ら�

月
ま
で
の
天
候
見
通
し
〉

北
陸
地
方�

か
月
予
報

予
想
さ
れ
る
向
こ
う�

か
月
の
天
候

向
こ
う�

か
月
の
出
現
の
可
能
性
が

最
も
大
き
い
天
候
と
特
徴
の
あ
る
気
温
、

降
水
量
等
の
確
率
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。こ

の
期
間
の
平
均
気
温
は
平
年
並
ま

た
は
高
い
確
率
と

も
に
��
％
で
す
。

【�

月
】

平
年
と
同
様
に
曇
り
や
雨
の
日
が
多

い
で
し
ょ
う
。

【�

月
】

平
年
と
同
様
に
曇
り
や
雨
の
日
が
多

い
で
し
ょ
う
。
気
温
は
平
年
並
ま
た
は

高
い
確
率
と
も
に
��
％
で
す
。

【�

月
】

平
年
と
同
様
に
晴
れ
の
日
が
多
い
で

し
ょ
う
。
気
温
は
平
年
並
ま
た
は
高
い

確
率
と
も
に
��
％
で
す
。

２
・
農
産
物
対
策

溝

切

り

溝
切
り
は
中
干
し
や
後
期
の
水
管
理

(

間
断
通
水)

を
容
易
に
す
る
た
め
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

溝
切
り
の
時
期

５
月
５
日
ま
で
に
田
植
え

６
月
10
〜
15
日
頃

５
月
６
日
以
降
の
田
植
え

６
月
12
〜
17
日
頃

中

干

し

中
干
し
は
無
効
分
げ
つ
の
抑
制
と
土

壌
中
の
通
気
性
を
良
く
し
、
有
害
ガ
ス

を
除
き
直
下
根
の
伸
長
を
促
進
さ
せ
る

の
で
、
登
熟
歩
合
を
高
め
ま
す
。
ま
た
、

窒
素
の
吸
収
を
抑
え
、
加
里
や
け
い
酸

の
吸
収
を
多
く
す
る
の
で
、
丈
夫
な
茎

を
作
り
倒
伏
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、
必
ず
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

中
干
し
は
幼
穂
形
成
期
ま
で
行
い
、

終
了
後
は
一
度
に
湛
水
状
態
に
戻
さ
ず
、

始
め
は
浅
水
管
理
を
行
い
、
徐
々
に
間

断
通
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

特
に
漏
水
し
や
す
い
部
分
に
大
き
な

ヒ
ビ
が
入
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

＊
開
始
時
期
の
目
安

(

連
休
前)

６
月
10
〜
15
日
頃

(

１
株
15
本
で
開
始)

(

連
休
後)

６
月
12
〜
17
日
頃

(

１
株
15
本
で
開
始)

＊
暗
渠
の
あ
る
水
田
で
は
、
中
干
し
期

間
中
は
暗
渠
の
フ
タ
を
全
開
に
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

＊
乾
田
や
黒
ボ
ク
田
で
は
、
軽
く
ヒ
ビ
が

入
る
程
度
の
中
干
し
と
し
て
く
だ
さ
い
。

除

草

剤

バ
サ
グ
ラ
ン
粒
剤

ヒ
エ
以
外
の
雑
草
の
多
い
圃
場
で
は
、

落
水
後
10
ａ
当
り
３
〜
４
㎏
散
布
し
、

４
〜
５
日
は
入
水
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

注
意
：
使
用
時
期
は
、
田
植
え
後
50
日

ま
で

(

収
穫
60
日
前)

で
す
。

ヒ
エ
ク
リ
ー
ン
１
キ
ロ
粒
剤

ヒ
エ
が
多
く
残
っ
た
圃
場
で
、
ヒ
エ

の
４
葉
期
ま
で
効
果
が
あ
り
ま
す
。

湛
水
状
態
で
散
布
し
、
４
〜
５
日
は

湛
水
を
保
っ
て
く
だ
さ
い
。

ヒ
エ
ク
リ
ー
ン
バ
サ
グ
ラ
ン
3
キ
ロ
粒
剤

ヒ
エ
・
広
場
雑
草
が
残
っ
た
圃
場
で

使
用
い
た
し
ま
す
。

落
水
後
に
散
布
し
、
少
な
く
と
も
２

〜
３
日
は
入
水
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
は
入
水
し
、
通
常
の
湛
水
状

態
を
保
っ
て
く
だ
さ
い
。
散
布
後
、
７

日
間
は
落
水
・
か
け
流
し
は
行
わ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
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〈向こう3か月の気温､ 降水量の
各階級の確率 (％) 〉

低い 平年並 高い

気 温 【北陸地方】

�� �� ��

3か月

6月

7月

8月

低い (少ない) 平年並 多い

降水量 【北陸地方】

3か月

6月

7月

8月

�� ����

�� ����

�� �� ��

�� �� ��

�� ����

�� ����

水

稲

補
植
用
苗
の
除
去
・
オ
リ
ゼ
メ
ー
ト

粒
剤
の
散
布
を
早
急
に
！



� � �ここまで

穂

肥

穂
肥
の
施
用
量
や
施
用
時
期
は
米
の

収
量
及
び
食
味
に
最
も
影
響
を
及
ぼ
す

稲
作
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

穂
肥
は
籾
数
の
増
加
や
千
粒
重
の
増

大
な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
施
用

方
法
を
誤
る
と
倒
伏
し
た
り
、
食
味
の

低
下
を
招
く
の
で
必
ず
幼
穂
を
確
認
し
、

葉
色
・
生
育
を
見
て
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

葉
い
も
ち
病
の
発
生
予
防

(

オ
リ
ゼ
メ
ー
ト
粒
剤
の
散
布)

＊
オ
リ
ゼ
メ
ー
ト
粒
剤
の
散
布
時
期

６
月
上
旬

(

全
品
種)

に
散
布
し
て

く
だ
さ
い
。
但
し
、
ジ
ャ
ッ
ジ
を
箱
施

薬
し
た
圃
場
で
は
、
通
常
は
散
布
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
常
発
地
で
は
、

天
候
の
具
合
を
見
て
、
６
月
下
旬
に
オ
リ

ゼ
メ
ー
ト
粒
剤
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
圃
場
の
補
植
用
苗
は
、
葉
い

も
ち
病
の
発
生
源
と
な
り
ま
す
の
で
、

早
急
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

主
な
使
用
薬
剤

い
も
ち
病
予
防

オ
リ
ゼ
メ
ー
ト
１
キ
ロ
粒(

出
穂
３
〜
４
週
間
前
ま
で
使
用
可)

い
も
ち
病
初
発

イ
モ
チ
エ
ー
ス
粒
剤(

収
穫
35
日
前
ま
で
使
用
可)

い
も
ち
病
治
療

ブ
ラ
シ
ン
粉
Ｄ
Ｌ(

収
穫
21
日
前
ま
で
使
用
可)

カ
ス
ラ
ブ
サ
イ
ド
粉
Ｄ
Ｌ(

収
穫
14
日
前
ま
で
使
用
可)

紋
枯
病
防
除

モ
ン
カ
ッ
ト
Ｆ
粉
Ｄ
Ｌ(

収
穫
14
日
前
ま
で
使
用
可)

畦
畔
の
草
刈
り
の
徹
底

例
年
、
山
沿
い
の
圃
場
な
ど
で
斑
点

米
の
原
因
と
な
る
カ
メ
ム
シ
が
多
く
発

生
し
ま
す
。

カ
メ
ム
シ
の
被
害
は
、
出
穂
後
の
薬

剤
散
布
と
合
わ
せ
て
、
６
月
末
〜
７
月

中
旬
に
か
け
て
畦
畔
の
草
刈
り
を
行
う

こ
と
で
、
効
果
的
に
防
除
で
き
ま
す
。

イ
ナ
ゴ
防
除

近
年
、
管
内
に
て
イ
ナ
ゴ
の
発
生
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
６
月
下
旬
〜
７
月

上
旬
に
か
け
て
幼
齢
虫
が
発
生
し
ま
す

の
で
、
多
発
地
帯
で
は
ア
ル
バ
リ
ン
粉

Ｄ
Ｌ
を
散
布
し
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
支
店
の
営
農

指
導
員
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

梅
雨
入
り
前
に
排
水
溝
の
再
整
備
を

行
い
、
排
水
性
を
高
め
て
く
だ
さ
い
。

ソ
バ
跡
圃
場
で
ソ
バ
が
大
量
に
発
生

し
て
い
る
圃
場
が
あ
り
ま
す
。
ソ
バ
が

大
き
く
な
る
前
に
管
理
機
等
で
鋤
き
こ

む
と
同
時
に
砕
土
率
を
上
げ
、
土
寄
せ

作
業
が
行
い
や
す
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
砕
土
率
が
悪
い

(

ゴ
ロ

ゴ
ロ
し
た
土
が
多
い)

に
つ
い
て
も
同

様
な
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
砕
土

率
の
悪
い
圃
場
や
ソ
バ
が
大
き
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
圃
場

(

根
の
塊
が
多
い
圃

場)

で
は
、
曲
が
っ
た
ネ
ギ
が
多
く
な

り
ま
す
。

ペ
ー
パ
ー
ポ
ッ
ト
付
近
の
土
が
乾
い

て
い
る
、
定
植
部
分
に
強
い
ひ
び
割
れ

が
あ
る
等
、
土
が
乾
燥
し
て
い
る
場
合

は
、
ポ
ン
プ
等
を
利
用
し
て
潅
水
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
畝
間
潅
水
を
行
う
場
合

は
圃
場
内
に
停
滞
水
が
で
き
な
い
よ
う

に
潅
水
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
過
剰

な
潅
水
は
生
育
不
良
、
軟
腐
病
の
多
発

の
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

本
格
的
な
土
寄
せ
作
業
は
、
茎
の
太

さ
が
８
㎜
程
度
に
な
っ
て
か
ら
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
土
寄
せ
を
行
う
時

は
襟
首

(

え
り
く
び)

ま
で
の
土
寄
せ

と
し
て
く
だ
さ
い
。
土
寄
せ
初
期
か
ら

襟
首

(

え
り
く
び)

以
上
の
土
寄
せ
を

行
っ
て
い
る
と
細

い
ネ
ギ
が
多
く
な

り
ま
す
。
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ネ

ギ

○スリップス類､ 軟腐病対策

農 薬 名
散 布 量
(10aあたり)

使 用 時 期 使用回数 備 考

ジャッジ粒
[ネギアザミウマ・軟腐病]

３ ㎏
梅雨入り前に施用する｡
(土寄せ時に株元散布)

１ 回
収穫45日
前まで

オリゼメート粒
[軟腐病]

６ ㎏
梅雨入り前に施用する｡
(株元散布)

１ 回
収穫30日
前まで

※上記薬剤のいずれかを使用してください｡

�

、
排
水
溝
の
再
整
備

�

、
除
草
と
砕
土
に
つ
い
て

�

、
潅
水
に
つ
い
て

�

、
土
寄
せ
に
つ
い
て

�

、
防
除
に
つ
い
て

(

は
毒
劇
物)



キ

ク

梅
雨
期
に
入
り
ま
す
が
、
出
蕾
か
ら

定
植
ま
で
一
度
に
作
業
が
重
な
り
ま
す
。

遅
れ
な
い
よ
う
に
確
実
に
作
業
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

7
月
咲
き
の
管
理

○
出
蕾
期
に
入
り
中
輪
ギ
ク
で
は
摘
蕾

作
業
を
行
い
ま
す
。
早
め
の
作
業
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

○
Ｂ
ナ
イ
ン

(

ホ
ル
モ
ン
剤
・
伸
張
抑

制
・
800
〜
1,000
倍)

は
最
も
早
い
蕾
が

確
認
で
き
た
時
と
摘
蕾
時
に
１
回
ず

つ
散
布
し
ま
す
。

○
中
輪
ギ
ク
は
花
弁
の
病
気
予
防
の
た

め
全
て
雨
除
け
ハ
ウ
ス
を
か
け
ま
す
。

8
月
咲
き
の
管
理

○
６
月
上
旬
ま
で
に
畝
の
外
側
に
遅
効

性
の
肥
料
を
施
用
し
ま
す
。(

１
畝
当

り
10
㎏)

そ
の
後
、
土
寄
せ
を
し
ま
す
。

○
降
雨
後
、
天
気
が
続
く
と
新
葉
が
縮

れ
た
り
、
葉
や
け
状
態
に
な
る
品
種

が
あ
り
ま
す
。
ひ
ど
く
な
る
と
芯
止

ま
り
に
な
り
ま
す
の
で
、
カ
ル
プ
ラ

ス
を
出
蕾
す
る
ま
で
繰
り
返
し
散
布

し
ま
す
。(

７
〜
10
日
に
１
度
程
度)

9
月
咲
き
の
管
理

○
６
月
上
旬
ま
で
に
は
９
月
咲
き
の
品

種
の
ピ
ン
チ(

摘
心)

を
終
え
ま
す
。

○
ピ
ン
チ
後
、
20
日
程
度
で
草
丈
が
５

㎝
以
上
に
な
り
ま
す
。
１
株
３
本
前

後
で
す
ぐ
り(

間
引
き)

を
行
い
ま
す
。

○
す
ぐ
り
後
は
株
張
り
が
十
分
で
は
な

い
の
で
、
雨
風
な
ど
で
倒
れ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
早
め
に
ネ
ッ
ト
を
上

げ
て
く
だ
さ
い
。

10
月
咲
き
の
管
理

○
開
花
時
期
に
合
わ
せ
順
次
挿
し
芽
・

定
植
・
ピ
ン
チ

(

摘
心)

を
７
月
上

旬
ま
で
に
終
え
る
よ
う
に
行
い
ま
す
。

病
害
虫
防
除

梅
雨
期
に
入
る
と
病
害
虫
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
早
め
の
予
防
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
出
荷
時
は
菊

に
付
着
し
て
い
る
水
滴
を
良
く
乾
か
し

て
梱
包
し
ま
し
ょ
う
。

○
白
さ
び
・
黒
斑
褐
斑
・
灰
色
カ
ビ
病

主
な
使
用
農
薬

ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
・
ラ

リ
ー
乳
剤
・
ダ
コ
ニ
ー
ル
1,000
・
ベ
ン
レ
ー

ト
水
和
剤
な
ど

○
ス
リ
ッ
プ
ス

(

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類)

蕾
の
中
に
ス
リ
ッ
プ
ス
な
ど
が
入
り

ま
す
と
防
除
が
困
難
に
な
り
品
質
が
低

下
し
ま
す
の
で
、
開
花
の
早
い
品
種
か

ら
防
除
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

主
な
使
用
農
薬

ジ
ェ
イ
エ
ー
ス
水
溶
剤･

ハ
チ
ハ
チ

乳
剤･

コ
テ
ツ
フ
ロ
ア
ブ
ル
・
テ
ル
ス

タ
ー
フ
ロ
ア
ブ
ル

○
ダ

ニ

草
丈
が
20
〜
30
㎝
に
達
し
た
品
種
か

ら
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
防
除
し
ま
す
。
こ

の
作
業
を
怠
る
と
梅
雨
明
け
高
温
乾
燥

期
の
ダ
ニ
の
大
発
生
に
つ
な
が
り
ま
す
。

使
用
農
薬

ニ
ッ
ソ
ラ
ン
水
和
剤
と
オ
サ
ダ
ン
フ

ロ
ア
ブ
ル
の
混
合
剤
を
他
の
農
薬
と
混

ぜ
な
い
で
散
布
し
ま
す
。(

品
種
ご
と

に
１
回
ず
つ)

ユ

リ

○
６
月
中
旬
ま
で
は
液
肥

(

Ｏ
Ｋ
Ｆ
―

１
・
500
〜
1,000
倍)

を
１
週
間
に
１
度

程
度
施
用
し
ま
す
。

○
降
雨
後
、
急
激
に
温
度
が
上
が
る
と

カ
ル
シ
ウ
ム
欠
乏
症

(

葉
先
が
褐
変

し
た
り
、
リ
ン
グ
状
の
か
す
り
が
入

る
症
状)

が
出
や
す
く
な
る
。

対

策

微
量
要
素
入
り
の
肥
料

(

サ
ン
メ
イ

ト)

の
500
倍
液
を
施
肥
前
日
に
溶
か
し

て
施
用
す
る
。

病
害
虫
防
除

○
葉
枯
病

葉
枯
病
が
発
生
す
る
と
農
薬
を
散
布

し
て
も
病
気
を
抑
え
に
く
い
の
で
予
防

防
除
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

主
な
使
用
農
薬

IC
ボ
ル
ド
ー
66
Ｄ

(

草
丈
20
㎝
ま
で

の
使
用)

・
ダ
コ
ニ
ー
ル
1,000
・
フ
ロ
ン
サ

イ
ド
水
和
剤
・
フ
ル
ピ
カ
フ
ロ
ア
ブ
ル

○
ア
ブ
ラ
ム
シ

主
な
使
用
農
薬

ジ
ェ
イ
エ
ー
ス
水
溶
剤
・
ト
レ
ボ
ン

乳
剤
・
ア
ド
マ
イ
ヤ
ー
フ
ロ
ア
ブ
ル
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○ネギハモグリバエ対策

農 薬 名 希釈倍数 使 用 時 期 使用回数 備 考

アグロスリン乳 2,000倍 収穫７日前まで ５回以内 展着剤を混入する

アルバリン顆粒水 400倍 収 穫 14 日 前 １回以内 0.4㍑／㎡を株元に潅注

○ヨトウムシ対策

農 薬 名 希釈倍数 使 用 時 期 使用回数 備 考

アグロスリン乳 2,000倍 収穫７日前まで ５回以内
展着剤を混入する

コテツフロアブル 2,000倍 収 穫 ７ 日 前 ２回以内

花

卉


